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らの議論を，TRC の活動内容や権限に関する批判（Cronin 1999⑴；Fullard and 




















































































































































































ようとする政策（引用者注：アファーマティブ・アクションや Black Economic 
Empowerment: BEE。後述）はエンタイトルメント（entitlement。引用者注：
特定の権利ないしは社会経済的資源へのアクセス可能性をめぐる適格者・有資

































んだ主要な政策としては，復興開発計画（Reconstruction and Development Pro-
gramme: RDP。1993年～），成長・雇用・再分配計画（Growth, Employment and 
Redistribution Plan: GEAR。1996～2001年），アファーマティブ・アクション，
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　他方で，ヴヨ・ジャック（Vuyo Jack）は，南アフリカにおける BEE 政策
の実施プロセスを，次の 3 段階から整理している（Jack 2007, 105-111）。
　その第 1 段階―黒人企業の誕生と拡大―は次のとおりである。1993年，
ニュー・アフリカ・インベストメンツ（New Africa Investments Limited: Nail）
の設立により，ジョハネスバーグ証券市場に初の黒人企業が誕生した。Nail
による成功は，他の黒人コンソーシアム（投資事業体）が1990年代後半に
BEE 分野に参入する契機となった。この時期には雇用均等法（South Africa’s 




　つぎに第 2 段階として，BEE 概念の規定を図る動きが続く。1997年11月，
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黒人経営フォーラム（Black Management Forum: BMF）は黒人の経済力強化委
員会（BEE Commission: BEE-Com）の設立を訴えた。というのも，BEE 実施
に関する共通の規定，指標，基準といったものが欠けており，ご都合主義や
詐称が横行していたからである。ANC は議会においてこの主張を支持し，




Com の報告書は，政府が2003年に公表した BEE 戦略文書，さらには2004年
12月に貿易産業省（Department of Trade and Industry）が提出した B-BBEE ガ
イドライン（codes of good practice on broad-based BEE）草案の素地を準備した。


















　2012年10月の時点では，B-BBEE 修正法案（Broad-Based Black Economic 




























フリー・ステート大学学長）（The Sunday Times, 13 May 2007）という状況認識が
ある。また，カラードの政治的・社会的権利を訴える団体カラード・イニシ
アティブ（Bruin Belange Inisiatief）の設立（2008年 7 月23日）に際して，民主


































































の数は 4 倍になり，その売上高は 5 倍以上になった」（Innes 2007, 55）がある。































































というデータもある」（Adhikari 2005, 180）のである（表 1 を参照）。
　もっとも，カラードの暮らし向きだけが（相対的に）悪くなっているとい
うデータは，その他の経済的指標を見て，必ずしも一般的なわけではない







『雇用均等委員会年次報告書2009～2010年』（The 10th Annual Report of the Em-
ployment and Equity Commission 2009-2010, Department of Labour）には，ムベキ
政権以降の2001年から2009年の間に，政府および民間企業における幹部（Top 
Management Level）の地位についている者の割合の推移を人種別に跡づけた




年 アフリカ人 カラード インド人 白人 計
1970 64.6 34.1 17.9 2.7 49.8
1975 52.9 30.2 15.3 2.3 43.7
1980 49.3 28.3 12.5 2.1 38.9
1985 49.1 22.9 10.6 1.8 38.8
1990 45.9 17.4  8.7 1.5 35.3
1993 48.0 14.8  7.8 1.5 38.2
1995 48.4 17.3  5.2 1.2 38.8
2000（悲観的） 47.4 19.0  4.7 1.4 38.6
2000（楽観的） 44.4 21.0  4.3 1.4 36.4
 （出所）　Van der Berg and Louw（2004, 567）.




ラードである」という評価もなされた（City Press, 8 August 2010）。
　さらに，カラードによる現体制への不満や批判は，アパルトヘイト時代に

















2001 2003 2005 2007 2009
アフリカ人  8.0 12.8 14.9 16.9 17.9
カラード 13.2  3.7  4.0  3.6  3.7
インド人  3.9  4.7  4.9  5.4  5.6
白人 74.9 76.7 76.3 71.5 72.6
（出所）　10th CEE Annual Report 2009-2010, Department of Labour, p.33.
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を消していることに気づくだろう。彼らは裏切られたと感じているのだ」
（Pretoria News 元副編集長デニス・クルイウェイゲン Dennis Cruywagen）（Cape 
Argus, 7 February 2011）。
　こうした批判を反映する動きとして，2008年 8 月には，ハウテン州のカラー
ド政治団体である South Western Joint Civic Association（Sowejoca）が，ANC
内部の身内主義，汚職，賄賂等の腐敗を理由に「100カ所の支部員すべてに
ANC 支持の立場を撤回させる」ことを表明した。その際 Sowejoca は，西ケー
プ州知事のエブラヒム・ラスール（Ebrahim Rasool，ANC 党員，カラード）が
同年 7 月に ANC の National Executive Committee によって辞職させられた件
をとりあげ，「ANC はカラードを周辺化しようとしている」と批判した⒆
（The Citizen, 1 August 2008）。ANC 党内に見られるアフリカ人至上主義的なふ
るまいへの批判として，2010年 4 月にベテルスドープ（Bethelsdorp）で行わ
れた解放の日・記念式典（Freedom Day Celebrations）での顛末を，「ANC はカ
ラードが闘争に貢献した事実を無視している」というタイトルで，民主同盟
（Democratic Alliance: DA）議員のニコ・ドゥ・プレシ（Nico du Plessis）が書い
ている（The Herald, 30 April 2010）。彼によれば，解放記念式典はすべての政
党に開かれたものであるはずにもかかわらず，ANC が牛耳り，DA 関係者に
はオープニング・セレモニーと晩餐会の招待をせず，会場の入り口では
ANC 党員によって門前払いを食らった DA 関係者もいた。ステージには
ANC の旗が掲げられ，別の党の参加者はその旗のもとでスピーチするよう
要求された。進行役は議事のほとんどをコーサ語で行った。結果として，








マニュエル（Trevor Manuel，カラード，1996～2009年まで財務大臣 Minister of 
Finance，発言当時は計画大臣 Minister of Planning，現在は国家計画委員会議長）
と論争になった。マニュエルは公開書簡で，マニイを「ネルソン・マンデラ
が戒めたアフリカ人多数派支配をもくろむ人種差別主義者」と批判した
（Business Day, 4 March 2011）。マニイはその後カラードに対する無条件の謝罪
を表明し，ANC 報道官と政府の広報担当官も「過剰供給とは通常，商品に
ついて用いられる表現であり，人間に使われるべきでない」，とマニイ発言






ものとなった（City Press, 6 March 2011）。



































れている（Cape Times, 21 February 2011）。この法案―先述のマニイが労働省
長官時代に草案が作られた―が通れば，国民の人口比率に従って計算され






















張は，「憲法（第 1 条）では racially broadly representation が求められており，
雇用均等法では equitable representation という表現になっているが，実態と








































（Okechukwu Iheduru）は，ポスト・アパルトヘイトの ANC 政府が行ったこと
は，独立後の他のアフリカ諸国，あるいは1920年代のアフリカーナー・エリー
トと同様に，政権基盤に対する否定的な要因を拡散させるために支持母体と























もが近道を探すようになっている，という（Gumede 2012, 101-102）。bling 
culture の浸透が南アフリカのすべての人種・民族カテゴリーではなくアフ
リカ人だけに見られることは，bling の恩恵を受けているのが政治的「勝者」

















































とになるだろう。一方，第 2 節 1 に引用したハリスが言うムベキ政権以降の
政策における人種概念の用いられ方の変化や，第 2 節 2 でコルネリッセンが



































































































































　a.　ソリダリティに所属するメンバー 5 名（カラード 4 名，白人 1 名）が，更
生局（Department of Correctional Services: DCS）を，黒人でないことで昇




DCS は2011年 6 月から局長通達によって，国の EAP を地方レベルで適用す
るよう取り組んでいる。
　b.　上記のケースと同様にして，南アフリカ警察（South African Police Service: 
SAPS）のアファーマティブ・アクションが雇用均等法および憲法違反であ
ると Johannesburg Labour Court に申し立て（2012年 7 月19日）。
　c.　Johannesburg Labour Court に対して，国立血液サービス（South African 






デルク・ハーマン Dirk Hermann）（Mail & Guardian, 21 February 2011）。
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ANC African National Congress アフリカ民族会議
B-BBEE Broad-based Black Economic Empowerment 広範囲にわたる黒人の経済力
強化
BEE Black Economic Empowerment 黒人の経済力強化
BEE-Com BEE Commission 黒人の経済力強化委員会
BMF Black Management Forum 黒人経営フォーラム
DA Democratic Alliance 民主同盟
GEAR Growth, Employment and Redistribution Plan 成長・雇用・再分配計画
IFP Inkatha Freedom Party インカタ自由党
Nail New Africa Investments Limited ニュー・アフリカ・インベス
トメンツ
NP National Party 国民党
RDP Reconstruction and Development Programme 復興開発計画






























・ 企業の黒人雇用に対する強制力を増した B-BBEE 修正
法案の提出（2011年）
・複数の政府文書における社会的紐帯概念の強調
・ カラードを原告とするアファーマティブ・アクション訴
訟の増加
（出所）　筆者作成。
